
v 調査のまとめ

1.瓦堂について
今回の調査において中世の溝からの出土ではあった

が、平安時代に位置づけられる瓦堂の破片が検出され、

在地社会における古代仏教信仰のひろがりを考える上

で貴重な資料を得ることができた。

瓦堂は、瓦塔と同じく木造建築を模して造られた瓦

製品で、「瓦金堂」とも呼ばれている。入母屋造り屋根

の「堂」形のものを指し、正面が柱間 3間で入口を開

け、妻側を柱間 2間組物3間とするものが多い（高崎

1990)。全国で200箇所以上の出土地が知られている瓦

塔に比べ出土例がきわめて少なく、その分布も関東

地方に集中したあり方を示している。

管見にふれた瓦堂の出土例は、宮城県 1例、茨城県

1例、栃木県 1例、群馬県 4例、埼玉県8例、千葉県

5例、出土地不明 1例の合計21例が確認されたにすぎ

ない（註1）。このうち全体の形状の判明するものは、

わずかに美里町東山遺跡例（横川他 1980、今泉 1993)

と千葉県谷津遺跡例（相京・池田 1986)の2例が知ら

れるだけである。屋蓋部の破片がほとんどで、細部の

特徴について不明な点が多い。また、瓦堂に関する論

考も形態的特徴と性格について分析を行った高崎光司

氏の研究があるにすぎない（高崎 1990)。

最近、東山遺跡出土の瓦塔・瓦堂の解体修復作業の

過程において、当初単層の堂に復元されていた瓦堂が

疇討の結果、重層の堂であることが明らかとなった

（今泉 1993)。管見では、鳩山町柳原A遺跡（渡辺他

1991)、群馬県丸山北窯跡（太田市 1996)から出土し

た瓦堂の破片の中にも重層と考えられる部位が含まれ

ていることから、重層構造のものが基本形であった可

能性も十分考えられ、今まで単層に復元されていた資

料の見直しの必要が生じている。

本稿では、従前の瓦塔研究の成果を踏まえ、当遺跡

から出土した瓦堂の編年的位置づけを中心に検討を行

いたい。

まず、出土状況について簡単にふれておく。前述し

たように本瓦堂は、 13世紀後半から14世紀前半頃の中

世陶器とともに溝の覆土中から出土しており、直接遺

構に伴うものではなく、流れ込みと考えられる。従っ

て、出土状況から本瓦堂がどのような場所に安置され、

仏教信仰の中でどのような使われ方をしていたのかを

具体的に復元することは困難である。しかし、周辺に

は8世紀後半から 9世紀前半を中心とする竪穴住居跡

群が所在していることから、付近に「仏堂」的な施設

が建立されていたことを想定することはさほど無理の

ないように思われる。いずれにせよ、結論は今後の調

査の進展に期待するほかない。

次に、本文中でもふれているが本瓦堂の形態的特徴

について説明する。

出土した瓦堂は入母屋造りの屋蓋部の破片で破風の

部分に相当し、大棟や軒先など他の部位を欠損する。

屋蓋部には通有の瓦塔と同じく半戟竹管状工具の押し

引きによって丸瓦が表現されている。注目されるのは

平側の地葺きと妻側の掛瓦で幅の異なる 2種類のエ具

を用いて丸瓦を表現している点である。つまり、地葺

きの丸瓦は幅 8mm、深さ 3mmを測り、遺存部に継ぎ目

が1箇所認められるのに対して、掛瓦は幅 5mm、深さ

2 mmの幅の狭いエ具を用いている。さらに、瓦堂の屋

蓋表現に多くみられる録葺屋根を模した破風下の二段

の地葺きが、本瓦堂では妻側の遺存部に明確でないこ

とも特徴のひとつとして挙げられる。

麟の中央には三角形の透孔が切り抜か九その縁

に細線による線刻力吼gされている。透孔の形態は美里

町富士山台遺跡例（横川 1980)のような不整三角形と

は異なり、比較的形の整ったものである。これは単に

焼成における空気抜きを目的とした造作でなく、木造

建築の破風を写実的に表現しようとしたものと推定さ

れる。降棟は幅1.2cmの断面矩形を呈する隆帯状に作

られ、端部を欠損していた。また、隅棟はヘラによっ

て削り出された基部をわずかに残し、本来隆帯状に作
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られていたことが分かる。内面は丹念にヘラケズリを

施している。軒先部分を欠損しているため、残念なが

ら垂木等の表現は不明である。

本体部分の成形は基本的に粘土板によって形作ら

れ、それに粘土紐を貼付して妻側の掛瓦や降棟、隅棟

等の細部を作り出している。土師質焼成で、橙褐色を

した柔らかな焼き上がりである。胎土には士師器と同

様に多鍼の角閃石、赤色粒子等が含まれている。

このように本瓦堂は、最近の研究で編年基準として

着目されている斗棋部の変化（松本 1983、高崎 1989)

や軒裏垂木表現（池田 1995・1996・ 1998)などの細部

の特徴が不明瞭であるため、その年代を俄かに推断す

ることは至難である。翻って本瓦堂の特徴を列記すれ

ば、瓦や〖糾東などの表現が全体に丁寧で、特に破風の

中央に三角形の透孔を施し、木造建築を写実的に表現

しようとした意図を読み取ることができる。さらに、

焼成は土師質で、比較的硬質に焼き上げられている点

などか挙げられる。

そこで、このような特徴を示す本瓦堂が、瓦塔全体

の変遷過程の中でいかなる段階に位置づけられるのか

知るために、その大略について概観しておきたい。

まず、瓦塔の系譜関係については、中国の陶屋の影

響があるとの説（松本 1984)もあるが明確ではなく、

国内において木造の堂・塔や木製の厨子などを模倣し

て成立したとする説が有力である（上村 1991)。瓦塔

の出現は 7世紀後半に位置づけられる滋賀県衣川廃寺

例（藤沢 1975)が最も古い例であるが、この時期のも

のは他に見当たらず、 8世紀代になり東海、北陸、関

東等の各地で出土例力咽i加している。そして 8世紀末

から 9世紀前半までの間に最盛期を迎え、 9世紀後半

には急速に衰退していったものと考えられている。

一方、瓦堂の出現形態については必ずしも明確では

ないが、現状における出土例から考えると瓦塔よりも

遅れて出現し、瓦塔の最盛期にあたる 8世紀末から 9

世紀前半にかけて集中的に作られたと考えられてい

る。基本的には瓦塔とセットになって建物の内部に納

められ、小伽藍的空間を形成していたものと想定され

る（高崎 1990)。

さて、管見にのほった瓦堂について概観してみると

その多くが土師質焼成のものに限られており、瓦塔の

変遷過程の中では須恵質焼成のものに後出する段階に

位置づけられる。また、屋蓋部の瓦表現手法に注目す

ると、池田敏宏氏の分類による 「幅広工具押し引き B

手法」と 「幅狭工具押し引きA手法」の2種類に大き

く分けることができる（池田 1995)。

前者の例としては狭山市宮地遺跡例（狭山市 1986)、

宮城県多賀城廃寺例（桑原・高野 1990)、千葉県白幡

前遺跡例（大野 1991)、群馬県丸山北窯跡例等が知ら

れる。全体に録葺屋根を写実的に表し、瓦の継ぎ目が

多節のものが多く、古相を示している。

一方、瓦堂出土例の大半が後者の 「幅狭工具押し引

きA手法」によって丸瓦を表現しており、その代表例

として県内では美里町東山遺跡例、同富士山台遺跡例、

日高市若宮遺跡例（中平 1983)等力肴忍められ、本瓦堂

もこの分類に含まれる。また、周辺では栃木県薄市遺

跡例（秋本 1988)、千葉県谷津遺跡例等力煤頁例として

挙げられる。これらの一群は高崎氏の瓦塔編年におい

てIII期の指標とされた、簡略化した組物表現や土師質

焼成等の特徴を示すものがほとんどで、 8世紀末から

9世紀前葉を中心とした年代に位置づけられている

（高崎 1989)。

このように本瓦堂は、屋蓋部の瓦表現力哨池田氏の分

類による 「幅狭工具押し引きA手法」によって表現さ

れ、土師質に焼かれていることから東山遺跡出土瓦堂

に類似した特徴が認められる。東山遺跡例の年代は共

伴した須恵器等の年代観から 8世紀末もしくは 9世紀

初頭に比定されており、本瓦堂も近接した時期の所産

と捉えておきたい。

以上、瓦表現等を手がかりとして本瓦堂の編年的位

置づけについて検討してきたが、資料的な制約もあり、

その性格にまで言及することはできなかった。今後は

集落内部における仏教信仰の存在形態の解明が大きな

課題として残されている。

- 48 -



2.北武蔵出土瓦塔の様相
埼玉県における瓦塔出土遺跡は、昭和48年の石村喜

英氏による集成では22遺跡を数えるにすぎなかった

が（石村 1973a)、昭和51年に美里町東山遺跡から良好

な状態で瓦塔と瓦堂が発見されたのをはじめとして、

瓦塔焼成土壊の検出された鳩山町柳原A遺跡、丘陵部

における瓦塔の実態が明らかにされた滑川町中尾・用

土庵B遺跡（植木 1997)など重要な調査例が相次いだ。

そして、平成6年の埼玉県立歴史資料館による集成で

は実に55遺跡に達し（駒宮・栗岡 1994)、群馬県、千

葉県と並んで関東地方では瓦塔の数多く出土する地域

のひとつであることが明らかにされた。

さて、今回の瓦塔出士遺跡の集成では、中・近世の

所産と考えられる資料も含め、現在65遺跡力浙廊忍され

た。この数字は全国における瓦塔出土例の約4分の 1

にあたり、本県がいかに濃密な分布を示しているかが

分かる。このうち奈良•平安時代のものは56例を数え

るが、遺跡の性格が判明しているものに限定するとそ

の数は47例となる。その内訳は寺院跡12例、集落跡21

例、窯跡13例、その他（祭祀遺跡・塚） 1例を数える。

従前は古瓦散布地としての寺院跡などから採集される

場合がほとんどであったが、発掘調査の進展に伴い集

落跡からの出土例が急増している。また、他地域に比

ベ瓦塔生産遺跡である須恵器窯跡からの出土例の多い

点が地域的な特徴として挙げられる。

埼玉県内には北から末野窯跡群、南比企窯跡群、東

金子窯跡群の三大窯跡群が分布し、各窯跡群から瓦塔

の出土例が知られている。中でも南比企窯跡群からは

数多くの瓦塔が出土しており、 8世紀前半から 9世紀

までの長期間にわたって他の仏具模倣須恵器とともに

盛んに生産を行っている（坂謡 1964)。また、末野窯

跡群でも末野遺跡から須恵質と上師質に焼かれた瓦塔

の破片が灰原から出上しており、瓦塔生産の一端が明

らかにされている（赤熊 1999)。さらに、東金子窯跡

群でも窯跡からの出土例は少ないが、周辺の狭山市東

八木窯跡（小渕 1983)、同宮地遺跡、入間市下谷ケ戸

遺跡（人間市史編さん室 1986)、同森坂遺跡（書上

1996)、所沢市お伊勢山遺跡（市毛他 1990)などで瓦

塔が出土している。

次に、瓦塔を出土した遺跡の分布について概観して

みると、児玉、大里、比企、入間などの県北・県央部

に集中し、県東・県南部、秩父地方などに少ない傾向

か認められ、その分布が古代の主要幹道沿いや古代寺

院の分布と密接な関係にあることが既に指摘されてい

る（石村 1973a）。しかし、最近の発掘調査の増加に

伴い、今まで分布の稀薄であった地域からも着実に出

土例が増えており、本遺跡の瓦堂の発見は埼玉地域周

辺では初見である。

県内から出土した瓦塔の中では、 8世紀前葉から中

葉に位置づけられる坂戸市勝呂廃寺例（石村 1987、坂

戸市教委 1992)や山岳信仰との関連の深い都幾川村

‘多武峯遺跡例（宮 1993)が最も古い例である。この段

階は出土例の少なさからみても「郡寺」とされるよう

な大規模寺院などのきわめて限定された場所に造立さ

れていたものと推定される。

8世紀後半には熊谷市西別府廃寺（吉野 1994)、児

玉町寺山廃寺（高橋他 1982)、美里町大仏廃寺（宮瀧

1992)等のように瓦葺きの堂宇を備えた寺院から数多

くの瓦塔が出土している点は注目されよう。これは木

造瓦葺きの大型塔と同様の宗教的役割を瓦塔が果たし

ていたことを示唆するものである。また、須恵質の瓦

塔を出土した川越市川越城本丸跡例（岡田 1993)から、

遅くともこの時期には集落の内部にも瓦塔が造立され

始めたものと考えて良いであろう。同時に、この頃が

南比企窯跡群を中心とした瓦塔生産の本格化した時期

でもある。その製品は周辺の比企、入間地域だけでな

く、児玉地域や南武蔵まで広い範囲に供給されている

ことが明らかにされている（註 2)。

8世紀末から 9世紀前半にかけて瓦葺きの堂塔を造

立するような寺院に衰退化傾向がみられる反面、平野

部の遺跡だけでなく、今まで開発がおよばなかった丘

陵地などを含めて、瓦塔を出土する遺跡が俄かに急増

する（鈴木 1987)。東山遺跡の例からすれば、この時
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期に丘陵部の集落を含め各地で、集落内に瓦塔や瓦堂

を納めた小規模な建物が建立され、仏教信仰が広範に

普及浸透したのではなかろうか。さらに、瓦塔を出土

した集落の様相も本遺跡のように古墳時代から律令期

まで継続して営まれた伝統的集落や、新たに集落が形

成された新開集落など多様なあり方を示しており、大

きな転換期として位置づけられる。こうした瓦塔を含

む、小塔の造立行為の歴史的背景について宮瀧交二氏

は、律令体制の解体過程の中で山野の開拓を主導し、

積極的な経済活動を行った富豪層が、私的経済活動を

支える精神的な拠り所として造立したものであると指

摘する（宮瀧 1995)。

ところで、瓦塔造立の意義については墳墓標識説を

はじめとして諸説（石村 1979・1984)があるが、最近

の調査例の増加により堂宇内安置説が有力になりつつ

ある（藤沢 1975、松本 1983)。県内では本来瓦塔が安

置されていた場所や仏教信仰の中でどのような使われ

方をしたのかを具体的に復元できるような良好な調査

例に恵まれていないが、東山遺跡では 2間X 1間の掘

立柱建物跡の周辺から瓦塔と瓦堂の破片が集中して出

土したことから草堂内に 1塔 1堂がセットになって納

められていたものと想定されている（横川他 1980)。

また、日高市高岡廃寺では木造瓦葺きの大型塔に代わ

る寺院の塔として瓦塔が伽藍内に造立されていたと、

代用塔説を示唆する（大護他 1978)。さらに、坂戸市

稲荷前遺跡では直径約10cmの小型瓦が多数出土した

ことから、集落内にこれらの小型瓦を葺いた、小堂も

しくは小塔が実際に建立されていたものとしている

（富田 1994、水口 1998)。その他に、この遺跡からは

多角塔（堂）に復元される瓦塔の軸部が出土している

ことからやや想像をたくましくすれば、瓦葺きの小建

物の中に経典や小金堂仏を納めた瓦塔が安置され、礼

拝の対象となっていたのではなかろうか。

以上、埼玉県内における瓦塔出土遺跡の様相につい

て瞥見してきた。今回の集成作業により 65遺跡を数え

る数多くの瓦塔出土遺跡の存在が明らかとなった。こ

の中には採集資料や伝承しか残されていないような遺

跡も数多く含まれているが、本稿で問題とした奈良・

平安時代に限っても 50箇所に近い出土地が知られ、そ

の数の多さは予想以上であった。その一因として窯業

生産の活発化が指摘されているが、本質的には瓦塔を

はじめとする小塔の造立に具現化された、宗教行為を

必要とした社会の実像の解明こそが急務であろう。

今後はこの集成作業の成果を生かして、他の仏教関

連遺構・遺物との関連性なども視野に入れた上で、在

地社会における古代仏教信仰のひろがりについて検討

しなければならない。

なお、巻末に附編として「埼玉県内出土瓦塔地名表」、

並びに引用・参考文献、瓦塔集成図を掲載した。

挿図の出典については各引用・参考文献に拠ったが、

川越城本丸跡出土瓦塔に関しては、川越市立博物館学

芸員岡田賢治氏の御厚意により実測図の提供を受け

た。文末ながら記して御礼申し上げます。

註

(1) 管見にふれた瓦堂の出土例は以下のとおりである。

宮城県多賀城市多賀城廃寺（桑原・高野1990)

茨城県土浦市根鹿北遺跡（池田敏宏氏御教示）

栃木県上三川町薄市遺跡（秋元1988)

群馬県伊勢崎市内出土（高崎1990)

太田市丸山北窯跡（太田市1996)

桐生市内出土（高崎1990)

境町十三宝塚遺跡（大江1992)

埼玉県狭山市宮地遺跡（狭山市1986)

日高市若宮遺跡（中平1983• 1984) 
鳩山町柳原A遺跡（渡辺他1991)

都幾川村多武峯遺跡（都幾川村1998)

美里町東山遺跡（横川他1980、今泉1993)

美里町富士山台追跡（横川1980、高崎1990)

岡部町藤の木遥跡（石村1962• 1973) 
行田市馬場裏遺跡（本報告書）

千葉県千葉市谷津遺跡（相京・池田1986)

市原市南青野（孟地）遺跡（田所1993)

木更津市大畑台遺跡（今泉・笹生1994)

袖ヶ浦市上大城遺跡（笹生1994)

八千代市白幡前遺跡（大野1991)

出土地不明（帝室博物館1937、高崎1990)

(2) 東京都東村山市多摩湖町出土瓦塔は南比企窯跡群で

生産されたものであることが指摘されている（今泉他

1997)。
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附編 埼玉県内出土瓦塔地名表

No. 追 柏亦 名 戸斤 在 :l也 1生オ各 時代 出土部位 文 献

1 上木崎遺跡 i甫和市上木崎 集落 古代 屋蓋 f卯田他1957

2 上 木崎三丁目遺跡 i甫和市上木崎二丁目 集落 古代 屋蓋 青木他1977

3 川越城本丸跡 川越市郭町 集落 古代 屋蓋・斗棋 岡田1993、馬句宮・栗岡1994

4 、鯨井帝斤田出土 川越市吉田 古代 屋盃 川越市1972

5 東下）1|原迫跡 川越市的場 集落 古代 斗棋 早川1995

6 おイ戸勢山迫跡 莉伐尺寸了＝ケ島 集落 古代 屋蓋 市 毛他1990、所 沢市1990

7 束八木窯跡 狭山市征井 窯 古代 屋蓋 小渕1983、狭山市1986

8 宮地 遺跡 狭山市征井 集落 古代 瓦堂屋蓋 狭山 市1986

9 森坂追跡 入間市上小谷田 集落 古代 請花 書上1996

10 下 谷 ケ戸迫跡 入間市仏子 窯 古代 不明 入間市史編さん圭1986

11 川崎遺跡 上描岡市川崎 集落 古代 屋蓋 小 渕他1981

12 勝呂 廃寺 坂戸市石井 寺院 古代 屋蓋．斗棋・軸 品 Ill奇1989、坊i戸Hi孝文委き1992

13 稲荷前造跡 坂戸市竹之内 集落 古代 車川 富田1992• 1994 

14 三福寺遺跡 坂戸市三幅寺 寺院 中世 屋蓋 駒宮・栗岡1994

15 三芳野出士 坂戸市1日三芳野付近 古代 屋蓋 石村1973a

16 士反戸市内出士 坂戸市内 古代 屋蓋 駒宮・栗岡1994

17 若宮遺跡（女影廃寺） 日高市女影 寺院 古代 瓦塔・瓦堂屋蓋・斗棋 漬橋他1982、中平1983• 1984a 

18 姥田窯跡 日高市女影 窯 古代 屋蓋．軸 石村1973a、高橋他1982

19 台出土（上高岡窯跡？） 日高市台の上 窯 古代 屋蓋 石村1973a

20 高岡廃寺 日高市高岡 寺院 古代 屋蓋・露盤・基壇・軸 大護他1978、高橋他1982

21 大寺廃 寺 日高市山恨 寺院 古代 屋蓋・基壇 中乎1984b

22 女少昌寺： 東松山市唐子 寺院 近世 屋蓋・基壇．軸 石村1961a

23 青鳥城跡 束松山市石橋 中世 相輪 オ卯田他1974

24 慈 光 乎廃寺 小川町靱負 寺院 古代 屋蓋 :t奇玉県教委1996

25 行司免造跡 嵐山町大蔵 集落 中世 屋菟 木直木他1988a・ b 

26 宮の裏追跡 嵐山町大蔵 集落 古代 屋蓋 娃t]ミ県：直：歴き史団奇廂斗餌官1992a 

27 用土庵B追 跡 i骨川町中尾 集落 古代 屋蓋・相輪・軸 棺直＊1997

28 中 尾遺跡 i骨川町中尾 集落 古代 屋蓋・相輪・軸 オ直木1997

29 天裏遺跡 滑川町中尾 集落 古代 屋蓋 木直木1997

30 奈斤沼祭召跡 九鳥山町泉井 窯 古代 屋蓋 石村1973a

31 虫草山 1号窯跡 鳩山町大栖 窯 古代 屋蓋 坂諾1970• 1977 

32 山田A l号窯跡 九鳥山町赤沼 窯 古代 屋蓋 大川1972

33 小谷B 8号窯跡 鳩山町大橋 窯 古代 屋蓋 i度ill,f也1988

34 オ卯原A造跡 九鳥山町柳原 集落 古代 屋班・相輪・鴎尾・基境 渡サ且1也1991

35 竹之城造跡 九烏山町赤沼 集落 古代 屋蓋 i度辺1995

36 旭鳥山No.180造跡 旭鳥山町赤沼 窯 古代 屋蓋 金井塚1989• 1993 

37 赤沼地区g地点 九鳥山町赤沼 窯 古代 屋蓋 金子1984

38 赤 沼地区採集 九鳥山町赤沼 窯 古代 屋蓋 i也田1995

39 興長寺 旭鳥山町今宿 寺院 近世 基壇 石村1973a

40 東光寺 玉川村日影 寺院 近世 屋蓋・軸 馬句宮・栗岡1994

41 多武 峯 造 跡 者防装川村西乎 培そ 古代・中世 屋蓋・相輪・基壇・軸 石村1957、宮 1993、都幾川村1998

42 掘緊寺跡 都幾川村西平 寺院 中世 不明 埼 玉県 立麿 史査 料館1992b 

43 浅見山 I迫 跡 本庄市束富田 寺院 古代 屋蓋 本庄 市1986

44 大 久保山追跡 本庄市栗崎 集落 古代 屋益 イ左々木他1995

45 寺 山廃寺 児玉町河内 寺院 古代 屋蓋・軸 石村1961b、高橋他1982

46 堂平遺跡 児玉町秋山 古代 屋益・相輪・基壇・軸 石村1973b、池田1995

47 真鏡寺後迫跡 児玉町塩谷 寺院 古代 屋益 針令＊1987、 i也田1995

48 札七杷橋迫跡 児玉町金屋 集落 古代 屋蓋 i也田1995

49 舟と若寺跡 児玉町秋山 寺院 中世 不明 菅谷1985、駒宮・栗岡1994

50 束山造跡 美里町東山 集落 古代 瓦堂・瓦塔 横川他1980、横川1980、今泉1993

51 富士山台遺跡 美里町関 古代 瓦 堂屋蓋．軸 石村1973a、横川1980、1納崎1990

52 大仏廃寺（駒衣廃寺） 美里町木部 寺院 古代 屋益 晶橋他1982、宮瀧1992

53 木部窯跡 美里町木部 窯 古代 不明 石村1973a

54 巨樹原・檜下遺跡 ネ巾川町元阿1呆 寺院 古代 屋蓋・相輪 f条崎他1990• 1991 

55 西 別府廃寺 熊谷市西別府 寺院 古代 屋蓋 石村1973a、吉野1994

56 即追品亦 沼ミ谷市本田谷 集落 古代 屋蓋 岩瀬1995

57 害IJ山造跡 沼ミ谷市上野台 中世 屋蓋 i睾出1985

58 末野造跡 寄居町末野 窯 古代 屋蓋 赤熊1999

59 晶柿 山 山 中 出 土 寄居町金尾 古代 屋蓋 石村1956• 1973a 

60 白 山 遺 跡 岡部町岡部 集落 古代 屋蓋 中 村1989

61 藤の木迫跡 岡部町本郷 古代 屋蓋・相輪・基塩・軸 石村1962• 1973a 

62 寺内 廃 寺 江南町千代 寺院 古代 屋慧 奈斤升2f也1993

63 柴出土 iエ南町柴 古代 屋蓋 石村1973a

64 オヒ飯塚出土 花園町北飯塚 古代： 屋卑 石村1973a

65 馬場裏迫跡 行田市長野 集落 古代 瓦堂屋卑 本報告書
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『高岡寺院跡発掘調査報告書』高岡寺院跡発掘調査会

「瓦塔小考」『考古学雑誌』第74巻第 3号

「瓦塔瞥見」『研究紀要』第 7号（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団

『埼玉県古代寺院蹄調査報告書』埼玉県県史編さん室

「孟地遺跡の坪」 『市原市文化財センター研究紀要II』（財）市原市文化財センター

『天平地宝』

『都幾川村史資料 2 考古資料編』

『所沢市史上』

『稲荷前遺跡 (A区）』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第120集

『稲荷前遺跡(B.C区）』埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第145集

『若宮ー第3次発掘調査概報ー』日高町埋蔵文化財調査報告第 5集

『若宮ー第 2次発掘調査報告ー』日高町埋蔵文化財調査報告第 7集

『大寺廃寺』 日嵩町埋蔵文化財調査報告第 8集

『臼山遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査報告第17集 埼玉県教育委員会

『川越市東下川原追跡発掘調査報告書』東下川原遺跡調査会

「近江衣川廃寺の屋瓦と瓦塔」『衣川廃寺発堀調査報告』滋賀県教育委員会

『本庄市史（通史編 I)』

「小さな建築」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所30周年記念論文集

「塔と仏堂の小建築」 『小建築の世界一埴輪から瓦塔まで一』国立飛鳥資料館

「小さな建物にこめられた願い一古代仏教信仰のひろがり一」 『也加多』第43号 埼玉県立歴史資料館

「埼玉県指定文化財 多武峯瓦塔遺跡出土の瓦塔」『研究紀要』第15号 埼玉県立歴史資料館

「美里町大仏廃寺出土の瓦塔片」 『埼玉県立博物館だより』 Vol.20-2 

「『山野路辺』における 『百姓』の 『造塔』について一『続日本紀』天平十九年十二月十四日条の一考察ー」

『古代史研究』第13号

『浦和市上木崎古代遺跡発掘報告書』浦和市教育委員会

『青鳥城跡』埼玉県遺跡発掘調査報告害第 6集 埼玉県教育委員会

『甘粕山』埼玉県遺跡発掘調査報告害第30集 埼玉県教育委員会

「埼玉県美里村出土の瓦塔」『考古学雑誌』第66巻第 2号

『西別府廃寺（第 2次）』平成 5年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書 熊谷市教育委員会

『鳩山窯跡群 I』鳩山窯跡群遺跡調査会 鳩山町教育委員会

『鳩山窯跡群III』鳩山窯跡群遺跡調査会 鳩山町教育委員会

『竹之城・石田・皿沼下遺跡』鳩山町埋蔵文化財調査報告第17集
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単独出土縄文土器（第 5図 1)
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遺構外出土縄文土器（I)（第 6図）
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遺構外出土縄文土器（2)（第 7図）
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遺構外出土石器（第 7図64• 65 • 66) 

ー図版15-



第 1号住居跡（第 9図 1) 第 1号住居跡（第 9図 2)

正面 側面

俯諏 内面

第 1号溝出土瓦堂（第17図1)
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第 2号井戸出土軒丸瓦（第22図 2)

第 2号井戸出土板石塔婆（第21図 1)
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中世陶器（第17図2 • 3、第18図7 • 8 • 10、第22図 5)
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第 5号溝出土磁器（第18図11)

第 1号溝出土加工石材（第17図 5) 第 2号井戸出土加工石材（第22図 3)
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第 3号井戸出土加工石材（第22図 6) 溝・グリッド出土遺物（第19図12~16、第31図 6)
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